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移動式無煙 「ミニピザ窯」
―ピザを焼いて、まちを元気に

第136回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　当社は「ロボット・農業・町おこし」を旗印に、日本の農業や文化
に貢献する事業に取り組んでいる企業です。そしてこの度、移動式無
煙「ミニピザ窯」という革新的な商品に出会ったことで、事業化へ向
けて動き出すことになりました。
　大学卒業後に大手食品メーカーへ入社した私は、定年までの約40
年間、薬品営業、花卉事業、フィットネスクラブの運営、菓子の製造
販売などを任されてきました。しかし、「０から１をつくる」仕事の
経験はありませんでした。そのため、「いつかはゼロイチのビジネス
に挑戦したい」と夢見ていたことが、起業のきっかけとなったのです。
　定年後にロボット関連の事業を志し、34名から出資を受けて事業
を立ち上げました。褥瘡を予防する車椅子用座面の開発や、再生可能
エネルギーの促進、若者と経営者をつなぐ交流会の開催など、さまざ
まなプロジェクトに取り組み、経営者としての苦労を味わいながらも
毎日充実した日々を過ごしております。
　「人のため、楽しく、全力で」が私の信条です。事業を通じて、や
る気のある高齢者、起業を志す人や才能あふれる若者のための「場」
を提供する会社になることを目指します。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　2018年６月、友人の山﨑利夫氏の自宅に招かれ、彼
が作った石窯でピザを焼いて食べたことが、私の「石
窯」との最初の出会いでした。そのときのピザのおい
しさに感激し、石窯の魅力が私の記憶に深く刻まれる
ことになりました。
　その４年後の2022年６月、その山﨑氏からある製品
の販売に関する相談を受けました。その製品というの
が、今回ご紹介する移動式無煙「ミニピザ窯」です。
開発したのは、山崎氏の知り合いである桐原眞幸氏で
した。さっそく彼の住む長野県松本市に向かい、「ミ
ニピザ窯」開発までのストーリーと、そこに込めた想
いを聞くことになりました。
　桐原氏は、幼い頃に囲炉裏を囲んだ思い出から、た
き火、炭焼きなどを通して火と親しむようになり、自
己流で窯作りを始めたそうです。そして、１号機、２
号機と改良を重ね、最終的に５号機まで試作を繰り返
し、「ミニピザ窯」を完成させました。
　桐原氏が自ら窯作りを始めた背景には、地元・松本
市の小中学校へピザ焼きの体験授業を提供すること
で、地域社会と子どもたちの教育の向上に貢献したい、
という想いがありました。しかし、自宅の庭に設置し
ている石窯を使うとなれば、近隣の学校の生徒しか参
加できません。そのため、どこにでも持ち運べる小型
の「ミニピザ窯」の開発に至ったそうです。現在、桐
原氏はNPO法人を立ち上げ、石窯の普及啓発活動を通
して地産地消の推進や環境問題への対応、子どもたち
への教育活動に尽力しています。
　こうした桐原氏の活動に感銘を受けた私は、「ミニ
ピザ窯」を世の中へ広めるお手伝いをしたいと思い、
量産体制や販売網の確立を目指すことになりました。
　
■ サービスの特徴
　「ミニピザ窯」は、ドーム型のユニークな形が特徴
です。上部のドーム部に蓄熱材を使用し遠赤外線の効
果を最大化することで、手軽に本格的なピザを焼き上
げることができます。軽量で持ち運びが可能で、燃料
が炭であるにも関わらず昇温までの時間が60分と短時
間であるため、イベントやアウトドアで利用しやすい
ことも特徴です。一般的なレンガ製の石窯は昇温まで
３時間はかかるので、それと比べてもかなりスピーデ
ィーに昇温できることが分かります。
　また、現在ポータブル型で主流のピザ窯はほとんど
が金属製ですが、蓄熱ができず直火でピザ生地を炙る
タイプなので、生地の表面が焦げやすく煙が出るとい
う弱点があります。「ミニピザ窯」は蓄熱性が高くふ
っくらとおいしく焼けますし、煙や炎が出ることもほ
とんどありません。移動可能なピザ窯で、上部に蓄熱
ができるタイプの商品は、市場ではこの「ミニピザ窯」
だけになります。さらに、一酸化炭素中毒や火傷に配
慮された構造になっており、使用時の安心・安全も兼
ね備えていますし、カラフルなデザインは老若男女、
世代を問わず、高い支持を得ています。
　
■ 現状の課題
　目下の課題は生産技術の確立です。「ミニピザ窯」は
桐原氏の手によってすでに意匠登録、実用新案を取得
し完成されているものですが、これを量産体制に持って
いくとなると、また別の技術が必要になります。私は会
社員時代に、チョコレートやキャラメルなどの生産工場
の運営にも携わっていたので、試作から量産化への道
が容易でないことは身に染みて感じています。そこで、
2023年12月に量産できる場所に本社を移転しました。

　市場に展開していくためには、スピーディーに大量
生産できる技術と体制を整え、コストを下げる手順を
考えなければいけません。そのために、今さまざまな
方法を試しています。３Dプリンタでいくつものプラ
スチック型を製作したり、タイルや接着剤の貼り方な
どを工夫したりしながら試行錯誤を繰り返し、試作を
重ね、大量生産の目処が立ちました。
　「ミニピザ窯」に興味を持って下さる方、欲しいと
いってくださる方は多く、販売がスタートすれば売れ
る製品になる自信はあります。高い品質を保ちながら
量産化できる体制をつくることが、今後の社会実装に
向けた鍵になりそうです。
　
■ 今後の展開
　まずはブランド名や梱包の方法、セット内容などを
決定し、試作品の製作とモニターへの提供をスタート
します。合わせてYouTubeやSNSなどによるプロモー
ション活動も行っていきます。量産のタイミングでク
ラウドファンディングを実施し、Webを使った販売や
直販を開始する予定です。
　また、社会実装と合わせて実現したいと考えている、
もう一つの目標があります。それは「ミニピザ窯」を
使ったイベント活動です。子どもたちや親子を対象に、
SDGsや食育を推進できるようなイベントを、川崎市
内のどこかで開催することを目指しています。
　今、子どもたちが自然と触れ合う機会が減っていま
す。自分で火をつけたり、炭をおこしたりしたことが
なく、本物の火を見たことがない子どもさえいると聞
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場を提供し、火に親しみ、その扱い方や環境問題につ
いて考える機会にして欲しいのです。自分の手でピザ
の生地をこねて、野菜を乗せて焼き、みんなでおいし
く食べるという経験は、未来を育む子どもたちに大切
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の「ミニピザ窯」を開発するに至った「地域社会の子
どもたちへの健全育成活動に貢献したい」という想い
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達へのコミュニケーションの場の提供や災害時の救援
活動の補助エネルギー利用等へと幅広く活動を拡大し
ていきたいと考えています。
　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　一次審査を経て、審査委員から数多くの貴重なアド
バイスをいただきました。これらのアドバイスは重要
で示唆に富んでおり、私のプレゼンテーションを次の
ステージへと引き上げてくれました。
　私がオーディションへの参加を検討している方々に
伝えたいことは、審査委員やほかの参加者からのアド
バイスを謙虚に聞くことの重要性です。自分のアイデ
アに自信を持つことは大切ですが、外部からのフィー
ドバックを受け入れることで、もっとより良い形に練
り上げることができます。また、ビジネスには新規性
だけでなく、社会貢献性や安全性も重要です。収益も
大切ですが、ビジネスの一番の目的ではありません。
重要なことは、自分のアイデアでどれだけ社会に貢献
できるか、という点ではないでしょうか。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し
ています。この問題を検査検品の技術を活用して自動化で解決しを促進し、製造業に携わる方ががより自由でクリ



29かわさき起業家オーディション

株式会社ロビーム

代表取締役社長 

石 原 良太郎

移動式無煙 「ミニピザ窯」
―ピザを焼いて、まちを元気に

第136回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　当社は「ロボット・農業・町おこし」を旗印に、日本の農業や文化
に貢献する事業に取り組んでいる企業です。そしてこの度、移動式無
煙「ミニピザ窯」という革新的な商品に出会ったことで、事業化へ向
けて動き出すことになりました。
　大学卒業後に大手食品メーカーへ入社した私は、定年までの約40
年間、薬品営業、花卉事業、フィットネスクラブの運営、菓子の製造
販売などを任されてきました。しかし、「０から１をつくる」仕事の
経験はありませんでした。そのため、「いつかはゼロイチのビジネス
に挑戦したい」と夢見ていたことが、起業のきっかけとなったのです。
　定年後にロボット関連の事業を志し、34名から出資を受けて事業
を立ち上げました。褥瘡を予防する車椅子用座面の開発や、再生可能
エネルギーの促進、若者と経営者をつなぐ交流会の開催など、さまざ
まなプロジェクトに取り組み、経営者としての苦労を味わいながらも
毎日充実した日々を過ごしております。
　「人のため、楽しく、全力で」が私の信条です。事業を通じて、や
る気のある高齢者、起業を志す人や才能あふれる若者のための「場」
を提供する会社になることを目指します。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　2018年６月、友人の山﨑利夫氏の自宅に招かれ、彼
が作った石窯でピザを焼いて食べたことが、私の「石
窯」との最初の出会いでした。そのときのピザのおい
しさに感激し、石窯の魅力が私の記憶に深く刻まれる
ことになりました。
　その４年後の2022年６月、その山﨑氏からある製品
の販売に関する相談を受けました。その製品というの
が、今回ご紹介する移動式無煙「ミニピザ窯」です。
開発したのは、山崎氏の知り合いである桐原眞幸氏で
した。さっそく彼の住む長野県松本市に向かい、「ミ
ニピザ窯」開発までのストーリーと、そこに込めた想
いを聞くことになりました。
　桐原氏は、幼い頃に囲炉裏を囲んだ思い出から、た
き火、炭焼きなどを通して火と親しむようになり、自
己流で窯作りを始めたそうです。そして、１号機、２
号機と改良を重ね、最終的に５号機まで試作を繰り返
し、「ミニピザ窯」を完成させました。
　桐原氏が自ら窯作りを始めた背景には、地元・松本
市の小中学校へピザ焼きの体験授業を提供すること
で、地域社会と子どもたちの教育の向上に貢献したい、
という想いがありました。しかし、自宅の庭に設置し
ている石窯を使うとなれば、近隣の学校の生徒しか参
加できません。そのため、どこにでも持ち運べる小型
の「ミニピザ窯」の開発に至ったそうです。現在、桐
原氏はNPO法人を立ち上げ、石窯の普及啓発活動を通
して地産地消の推進や環境問題への対応、子どもたち
への教育活動に尽力しています。
　こうした桐原氏の活動に感銘を受けた私は、「ミニ
ピザ窯」を世の中へ広めるお手伝いをしたいと思い、
量産体制や販売網の確立を目指すことになりました。
　
■ サービスの特徴
　「ミニピザ窯」は、ドーム型のユニークな形が特徴
です。上部のドーム部に蓄熱材を使用し遠赤外線の効
果を最大化することで、手軽に本格的なピザを焼き上
げることができます。軽量で持ち運びが可能で、燃料
が炭であるにも関わらず昇温までの時間が60分と短時
間であるため、イベントやアウトドアで利用しやすい
ことも特徴です。一般的なレンガ製の石窯は昇温まで
３時間はかかるので、それと比べてもかなりスピーデ
ィーに昇温できることが分かります。
　また、現在ポータブル型で主流のピザ窯はほとんど
が金属製ですが、蓄熱ができず直火でピザ生地を炙る
タイプなので、生地の表面が焦げやすく煙が出るとい
う弱点があります。「ミニピザ窯」は蓄熱性が高くふ
っくらとおいしく焼けますし、煙や炎が出ることもほ
とんどありません。移動可能なピザ窯で、上部に蓄熱
ができるタイプの商品は、市場ではこの「ミニピザ窯」
だけになります。さらに、一酸化炭素中毒や火傷に配
慮された構造になっており、使用時の安心・安全も兼
ね備えていますし、カラフルなデザインは老若男女、
世代を問わず、高い支持を得ています。
　
■ 現状の課題
　目下の課題は生産技術の確立です。「ミニピザ窯」は
桐原氏の手によってすでに意匠登録、実用新案を取得
し完成されているものですが、これを量産体制に持って
いくとなると、また別の技術が必要になります。私は会
社員時代に、チョコレートやキャラメルなどの生産工場
の運営にも携わっていたので、試作から量産化への道
が容易でないことは身に染みて感じています。そこで、
2023年12月に量産できる場所に本社を移転しました。

　市場に展開していくためには、スピーディーに大量
生産できる技術と体制を整え、コストを下げる手順を
考えなければいけません。そのために、今さまざまな
方法を試しています。３Dプリンタでいくつものプラ
スチック型を製作したり、タイルや接着剤の貼り方な
どを工夫したりしながら試行錯誤を繰り返し、試作を
重ね、大量生産の目処が立ちました。
　「ミニピザ窯」に興味を持って下さる方、欲しいと
いってくださる方は多く、販売がスタートすれば売れ
る製品になる自信はあります。高い品質を保ちながら
量産化できる体制をつくることが、今後の社会実装に
向けた鍵になりそうです。
　
■ 今後の展開
　まずはブランド名や梱包の方法、セット内容などを
決定し、試作品の製作とモニターへの提供をスタート
します。合わせてYouTubeやSNSなどによるプロモー
ション活動も行っていきます。量産のタイミングでク
ラウドファンディングを実施し、Webを使った販売や
直販を開始する予定です。
　また、社会実装と合わせて実現したいと考えている、
もう一つの目標があります。それは「ミニピザ窯」を
使ったイベント活動です。子どもたちや親子を対象に、
SDGsや食育を推進できるようなイベントを、川崎市
内のどこかで開催することを目指しています。
　今、子どもたちが自然と触れ合う機会が減っていま
す。自分で火をつけたり、炭をおこしたりしたことが
なく、本物の火を見たことがない子どもさえいると聞
いています。そういった子どもたちにピザ焼き体験の
場を提供し、火に親しみ、その扱い方や環境問題につ
いて考える機会にして欲しいのです。自分の手でピザ
の生地をこねて、野菜を乗せて焼き、みんなでおいし
く食べるという経験は、未来を育む子どもたちに大切
なものを残してくれるでしょう。開発者の桐原氏がこ
の「ミニピザ窯」を開発するに至った「地域社会の子
どもたちへの健全育成活動に貢献したい」という想い
を、ぜひ川崎市でも実現できたらと思っています。
　また将来的には地域行政とタイアップした孤独老人
達へのコミュニケーションの場の提供や災害時の救援
活動の補助エネルギー利用等へと幅広く活動を拡大し
ていきたいと考えています。
　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　一次審査を経て、審査委員から数多くの貴重なアド
バイスをいただきました。これらのアドバイスは重要
で示唆に富んでおり、私のプレゼンテーションを次の
ステージへと引き上げてくれました。
　私がオーディションへの参加を検討している方々に
伝えたいことは、審査委員やほかの参加者からのアド
バイスを謙虚に聞くことの重要性です。自分のアイデ
アに自信を持つことは大切ですが、外部からのフィー
ドバックを受け入れることで、もっとより良い形に練
り上げることができます。また、ビジネスには新規性
だけでなく、社会貢献性や安全性も重要です。収益も
大切ですが、ビジネスの一番の目的ではありません。
重要なことは、自分のアイデアでどれだけ社会に貢献
できるか、という点ではないでしょうか。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　

　現在多くの製造現場では、検査検品を人の五感に頼っている状態です。検査検品には熟練の技術が必要で肉体的
に過酷な労働環境であることから、人手不足や不適切検査が深刻な問題となっており検査検品の自動化需要は増し
ています。この問題を検査検品の技術を活用して自動化で解決しを促進し、製造業に携わる方ががより自由でクリ




